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令和４年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者等表彰）

開催概要
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全体概要

令和４年度日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者等表彰）

農林水産物等輸出促進全国協議会総会
日本食海外普及功労者表彰

農林水産省輸出・国際局輸出企画課

令和4年12月14日（水）16:00～18:00 ※開場：15:00

招待制

101名 ※農林水産物等輸出促進全国協議会の関係者、受賞者等

19社・29名

岸田 文雄 （内閣総理大臣）
野村 哲郎 （農林水産大臣)
鈴木 俊一 （財務大臣）
茂木 友三郎 （農林水産物等輸出促進全国協議会 会長)
村上 秀德 （公益財団法人食品等流通合理化促進機構 会長）
小川 良介 （農林水産省 農林水産審議官）
水野 政義 （農林水産省 輸出・国際局長）
仙台 光仁 （独立行政法人日本貿易振興機構 理事）
北川 浩伸 （日本食品海外プロモーションセンター 執行役）
中山 理映子 （独立行政法人国際観光振興機構 理事）

●日本食海外普及功労者表彰
・日本食海外普及功労者（5名）
テルマ・佑佳・清水・白石 （日本食レストラン「藍染」オーナー兼シェフ）
パウロ・モライス （レストラン「KANAZAWA」オーナーシェフ）
林 大介 （「露結」オーナーシェフ・

日本料理アカデミーUK 副理事長）
ロジャー・オルトゥーニョ・フラメリック

（ ComerJapones.com創設者兼ディレクター・
ISSé JAPANマーケティングディレクター）

綿貫 孝 （日本料理店「花屋」二代目オーナー）

・功労者選考委員
佐竹 力總 （株式会社美濃吉 代表取締役会長）
下渡 敏治 （日本大学 名誉教授）
服部 幸應 （学校法人服部学園服部栄養専門学校 理事長・校長)
村松 真貴子 （食生活・教育ジャーナリスト）
伏木 亨 （甲子園大学 副学長）様

●輸出に取り組む優良事業者
・農林水産大臣賞（2社）
アグベル株式会社
丸善製茶株式会社

・輸出・国際局長賞（4社）
梅乃宿酒造株式会社
株式会社千里
津田宇水産株式会社
北海道はまなす食品株式会社

■事業名称

■催事名

■主催

■日程

■参加方法

■参加者数

■報道関係者

■登壇関係者

■表彰
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全体概要

・優良事業者選賞審査委員
下渡 敏治 （日本大学 名誉教授）
坂井 紳一郎 （Aglien 代表）
白鳥 和生 （株式会社日本経済新聞社 総合編集センター調査グループ調査担当部長）

名取 雅彦 （株式会社マインズ・アイ 代表取締役）
宮田 理恵 （カテナ株式会社 代表取締役社長）

●日本食普及の親善大使
・選考委員
伊藤 綾香 （名古屋大学環境医学研究所 講師・名古屋大学高等研究院 講師）
小川 洋利 （一般社団法人国際すし知識認証協会 理事）
髙橋 拓児 （株式会社木乃婦 代表取締役社長）
千葉 真知子 （料理研究家）
三宅 健介 （公益社団法人日本料理研究会 会長）

認定農林水産物・食品輸出促進団体（7団体）
（一社）日本木材輸出振興協会
（一社）全日本菓子輸出促進協議会
（一社）日本青果物輸出促進協議会
日本酒造組合中央会

（一社）全国花き輸出拡大協議会
（一社）全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会
（一社）日本真珠振興会

①農林水産物等輸出促進全国協議会会長 挨拶 【茂木 友三郎氏】
②農林水産大臣 挨拶 【野村 哲郎氏】
③財務大臣 挨拶 【鈴木 俊一氏】
④認定農林水産物・食品輸出促進団体認定式・スピーチ
⑤選考委員紹介・選賞審査委員紹介（起立等なし）
⑥輸出に取り組む優良事業者(大臣賞)への表彰
⑦日本食海外普及功労者への表彰
⑧優良事業者(大臣賞)・日本食海外普及功労者受賞スピーチ
⑨内閣総理大臣 挨拶 【岸田 文雄氏】
⑩記念撮影
⑪農林水産物・食品の輸出とインバウンド観光の促進に関する覚書の紹介
⑫輸出に取り組む優良事業者(局長賞)への表彰

ザ・キャピトルホテル東急 1F 大宴会場「鳳凰」

■認定団体

■次第

■会場
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区分 団体名/会者名/役職/肩書き 氏名 顔写真

登壇関係者

内閣総理大臣
岸田 文雄
きしだ ふみお

農林水産大臣
野村 哲郎
のむら てつろう

財務大臣
鈴木 俊一
すずき しゅんいち

キッコーマン株式会社 取締役名誉会長
農林水産物等輸出促進全国協議会 会長

茂木 友三郎
もぎ ゆうざぶろう

公益財団法人 食品等流通合理化促進機構
会長

村上 秀德
むらかみ ひでのり

農林水産省
農林水産審議官

小川 良介
おがわ りょうすけ

農林水産省
輸出・国際局長

水野 政義
みずの まさよし

独立行政法人日本貿易振興機構
理事

仙台 光仁
せんだい みつひと

日本食品海外プロモーションセンター
執行役

北川 浩伸
きたがわ ひろのぶ

独立行政法人国際観光振興機構
理事

中山 理映子
なかやま りえこ

6

関係者リスト
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区分 団体名/会者名/役職/肩書き 氏名 顔写真

日本食
海外普及
功労者
選考委員

株式会社美濃吉 代表取締役会長
佐竹 力總
さたけ りきふさ

日本大学 名誉教授
下渡 敏治
しもわたり としはる

学校法人服部学園服部栄養専門学校 理事長・校長
服部 幸應
はっとり ゆきお

食生活・教育ジャーナリスト
村松 真貴子
むらまつ まきこ

甲子園大学 副学長
伏木 亨
ふしき とおる

輸出に
取り組む
優良事業者
選賞審査
委員

日本大学 名誉教授
下渡 敏治
しもわたり としはる

Aglien 代表
坂井 紳一郎
さかい しんいちろう

株式会社日本経済新聞社
総合編集センター調査グループ調査担当部長

白鳥 和生
しろとり かずお

株式会社マインズ・アイ 代表取締役
名取 雅彦
なとり まさひこ

カテナ 株式会社 代表取締役社長
宮田 理恵
みやた りえ

日本食普及
の親善大使
選考委員

名古屋大学 環境医学研究所 講師
名古屋大学 高等研究院 講師

伊藤 綾香
いとう あやか

一般社団法人国際すし知識認証協会 理事
小川 洋利
おがわ ひろとし

株式会社木乃婦 代表取締役社長
髙橋 拓児
たかはし たくじ

料理研究家
千葉 真知子
ちば まちこ

公益社団法人日本料理研究会 会長
三宅 健介
みやけ けんすけ

7

関係者リスト
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区分 団体名/会者名/役職/肩書き 氏名

日本食海外普及功労者

日本食レストラン「藍染」オーナー兼シェフ
テルマ・佑佳・清水・白石
テルマ・ゆか・しみず・しらいし

レストラン「KANAZAWA」オーナーシェフ パウロ・モライス

「露結」オーナーシェフ
日本料理アカデミーUK 副理事長

林 大介
はやし だいすけ

ComerJapones.com創設者兼ディレクター
ISSé JAPANマーケティングディレクター

ロジャー・オルトゥーニョ・フラ
メリック

日本料理店「花屋」二代目オーナー
綿貫 孝
わたぬき たかし

輸出に取り組む優良事業者

農林水産大臣賞

アグベル株式会社
丸山 桂佑
まるやま けいすけ

丸善製茶株式会社
古橋 克俊
ふるはし かつとし

輸出に取り組む優良事業者

輸出･国際局長賞

梅乃宿酒造株式会社
吉田 佳代
よしだ かよ

株式会社 千里
高岩 豊
たかいわ ゆたか

津田宇水産株式会社
津田 侑典
つだ ゆうすけ

北海道はまなす食品株式会社
渡邊 浩司
わたなべ こうじ

認定農林水産物・食品輸出促進
団体

（一社）全日本菓子輸出促進協議会 理事長
小髙 愛二郎
こだか あいじろう

（一社）日本木材輸出振興協会 会長
山田 壽夫
やまだ ひさお

（一社）日本真珠振興会 会長
藤田 哲也
ふじた てつや

日本酒造組合中央会 副会長
小西 新右衛門
こにし しんうえもん

（一社） 全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会 理事長
木村 良
きむら りょう

（一社）全国花き輸出拡大協議会 会長
宍倉 孝行
ししくら たかゆき

（一社）日本青果物輸出促進協議会 会長
菱沼 義久
ひしぬま よしひさ

8

関係者リスト
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日本食海外普及功労者情報

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

テルマ・佑佳
・清水・白石
テルマ・ゆか・
しみず・しらいし

52
ブラジル
サンパウロ

・日本食レストラン「藍染」
オーナー兼シェフ

・日本食普及の親善大使

業績の内容

○ブラジルにおける日本食文化の普及・促進

・2007 年から日本食レストラン「藍染」を経営する傍ら、ブラジルにおいて日本食普及に貢献。

・メディア等を通じた日本食の発信、日本政府等が実施するイベントへの協力を行うほか、日本食を

通じた慈善活動にも尽力。

・2018年 在サンパウロ日本国総領事館在外公館長表彰受賞。

・2019年 「藍染 ジャパン・ハウス店」をジャパン・ハウスサンパウロ構内にオープン。

・2019年 日本食普及の親善大使に就任。

・2021年 「ラテンアメリカのベストレストラン50」の、エストレージャ・ダム・シェフズチョイス

賞にノミネート。

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

パウロ・モライス 51
ポルトガル
ケイジャス

・レストラン「KANAZAWA」
オーナーシェフ

・日本食普及の親善大使

業績の内容

○ポルトガルにおける伝統的な日本料理と日本食文化の普及

・懐石料理店での伝統的な日本料理の提供と日本食文化の普及に貢献。

・日本食・日本文化思想への理解・知識を広めるための出版活動やワークショップ等を積極的に行い、

後継育成にも尽力。

・2011年 国際ガストロノミーアカデミー賞受賞。

・2012年 David Lopes Ramos ガストロノミー賞受賞。

・2022年 日本食普及の親善大使に就任。

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

林 大介
はやし だいすけ

44
イギリス
ロンドン

・「露結」オーナーシェフ
・日本料理アカデミーUK副理事長
・日本食普及の親善大使

業績の内容

○日本料理の普及と発展のための活動

・世界各地から食通が集まるロンドンにおいて、日本料理人として活躍するとともに、日本食・食文

化の魅力を発信。

・現地校における日本食育授業の実施等、「食育」の活動にも尽力。

・2015年 日本料理アカデミーUK副理事長に就任。

・2019年 日本食普及の親善大使に就任。

・2021年 ロンドンにて日本料理店「露結」を開店。
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日本食海外普及功労者情報

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

ロジャー・
オルトゥーニョ・
フラメリック

48
スペイン
バルセロナ

・ComerJapones.com
創設者兼ディレクター

・ISSé JAPAN
マーケティングディレクター

・日本食普及の親善大使

業績の内容

○スペインと中南米における積極的な日本食普及への貢献

・日本食紹介サイト ComerJapones.com を創設し、日本食専門家として日本食と日本酒の普及に貢献。

・様々な在外公館や国際交流基金と協働して日本食や日本酒についての講演、セミナー等を実施。

・2015年 在バルセロナ日本国総領事館公館長表彰受賞。

・2016年 日本食普及の親善大使に就任。

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

綿貫 孝
わたぬき たかし

71
タイ
バンコク

・日本料理店「花屋」二代目オーナー
・日本食普及の親善大使

業績の内容

○長年にわたる日本食・食文化普及への多大なる貢献

・日本の味の提供、新しい日本産食材のタイ市場への紹介・普及拡大、王族や政財界幹部等への

日本食の普及に尽力。

・1973年 タイに渡り、「花屋」の料理を担当。

・1980年頃 「花屋」の二代目として料理に加えて経営も担当。

・2021年 日本食普及の親善大使に就任。

・2022年 「花屋」創業83年目を迎え、三代目の綿貫賀夫氏とともに厨房に立つ。
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）



1919

日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）



2020

日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者スピーチ動画の制作

■受賞スピーチ動画

【綿貫孝様】

来場ができなかった日本食海外普及功労者の綿貫氏にはビデオメッセージを作成頂き、総会会場
で上映をした。
テロップを挿入し、会場の皆様にも分かりやすくご覧いただけるよう、投影した。
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輸出に取り組む優良事業者 情報

■農林水産大臣賞

■輸出・国際局長賞
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準備業務体制

農林水産省
輸出・国際局 輸出企画課

ご担当者様

株式会社JTBコミュニケーションデザイン

選考委員会委員

受賞者

事業責任者：山形卓也・角田真帆
統括責任者：長尾咲世
統括責任者ｻﾎﾟｰﾄ：白根みなみ

○担当窓口
○全体制作推進管理
○基本計画策定監修
○実施計画策定監修

事務局責任者：白根みなみ
事務局担当者：専任スタッフ

○全体連絡調整
○専門委託業者との調整
○プレスリリースの作成・配信
○取材規約策定
○当日配布用被表彰者紹介
パンフレットの作成

○被表彰者講演用配布資料の
準備等

○スタッフ食事、宿泊等の手配
○各種車両証などの発行管理
○会議の際の議事録作成 など

被表彰者対応：中畝はるか

○プロフィール、その他基本情報入手
○講演使用データ入手
○当日の対応計画 など

会場：篠崎隆太
（ザ・キャピトルホテル東急）

会場設営計画
サイン設置計画

○会場装飾計画
○会場レイアウト図面の作成
○各種サイン配置計画
○搬入・設営・撤収計画
〇新型コロナウイルス感染症
対策

管理責任者：高畑和久
運営責任者：小林大輔

（再委託先㈱エクシード）

会場運営計画
○会場使用計画・備品準備計画
○要員配置計画
○飲料・ケータリング計画
○緊急時対応計画
○受付対応計画
○当日のプレス対応計画
○運営マニュアル作成

管理責任者：小林大輔
（再委託先㈱エクシード）

総会・表彰式
演出進行計画 ○使用ハード計画

○選考委員会・表彰者対応計画
○使用音源編集
○進行台本作成
○映像計画
（ｽｲｯﾁﾝｸﾞ計画・ｽﾗｲﾄﾞ制作等）

管理責任者：桑原武男
（株式会社ブレイア）

映像機材・動画

○機材手配計画
○機材準備
〇各種動画撮影・編集

会場
（ザ・キャピトル東急）

音響・照明

株式会社サイマル・
インターナショナル

翻訳・記録計画
○受賞者への案内資料や配布資
料等の翻訳

平本泰淳

カメラマン

優良事業者表彰関係管理

公益財団法人 食品等流通合理化促進機構

輸出に取り組む優良事業者表彰事業
実施主体者
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運営組織図
※敬称略

現場統括管理者

JTBコミュニケーションデザイン

事業責任者：山形・角田
統括責任者：長尾

統括責任者ｻﾎﾟｰﾄ：白根
アシスタント：スタッフ

エクシード
運営管理：高畑

（制作管理：小林）

会場運営管理

エクシード
山口・中里

受付窓口対応
(一般/プレス)

ブレイア
桑原

映像・機材
(収録含む)

ザ・キャピト
ルホテル東急

音響・照明

事務局

JTBコミュニケーションデザイン

事務局責任者：白根
事務局担当者：スタッフ

エクシード
高畑

プレス対応

エクシード
南

総会・表彰式進行

各備品準備確認・管理

諸室管理

受付対応×6名

舞台美術設営管理

進行×6名

表彰アテンド×2名

ザ・キャピトル
ホテル東急

篠崎

会場 ケータリング

会場管理

誘導：会場内／VIP

会場/舞台設営・サイン準備

農林水産省
輸出・国際局輸出企画課

全体管理

司会者：小西裕美子

記録撮影／記録写真

誘導：会場外×3名
受付周辺×1名

受付対応×1名

▽優良事業者表彰（併催表彰）

公益財団法人
食品等流通合理化促進機構

選賞審査委員
受賞者管理

事務局業務

受付/アテンド

功労者宿泊手配

選考委員アテンド対応

担当者：谷
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会場アクセス

25

ザ・キャピトルホテル東急
住所：〒100-0014 東京都千代田区永田町2-10-3 ／ TEL.03-3503-0109（代表）
URL：https://www.tokyuhotels.co.jp/capitol-h/

【電車でお越しの場合】
〇地下鉄千代田線（C07）国会議事堂前駅 6番出口地下直結
〇地下鉄丸ノ内線（M14）国会議事堂前駅千代田線ホーム経由（435m）6番出口地下直結
〇地下鉄南北線（N06）溜池山王駅 6番出口地下直結
〇地下鉄銀座線（G06）溜池山王駅南北線ホーム経由（220m）6番出口地下直結

【お車でお越しの場合】
〇東京駅から車で約10分
〇T-CATから車で約20分
〇最寄りのインターチェンジ：首都高速＜霞ヶ関ランプ＞から約3分
〇成田空港からリムジンバスで約80～120分（標準所要時間）
〇羽田空港からリムジンバスで約45～60分
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会場全体図

千代田線／丸ノ内線
国会議事堂前駅

徒歩（1F）
車両入口

徒歩（3F）
車両入口

搬入口

6番出口(地下直結：B2F)

■来場入口／駐車場情報

〇地下駐車場（B2F/B3F）
※左図、車両入口より利用可

台数 150台
車種 普通車
高さ制限 2.1m

※搬入口：3.0m
営業時間 24時間（入出庫可）
駐車料金 [8:00～24:00]

30分毎に400円

[00:00～8:00]
30分毎に200円

※本催事参加者へは
クロークにてお持ちの駐車券を
無料になるよう機械処理を
行います。

（駐車券は3h迄駐車可能）

■フロアマップ

※来場入口(徒歩／電車直結)は、
“3F、1F、B2F ”の3か所

※車寄せは“3F、1F”の2か所

銀座線／南北線
溜池山王駅

フロア 施設案内 備考

客室

・ザ・キャピトルスイート

・エグゼクティブスイート

・クラブフロア

ライブラリーラウンジ

客室

・デラックス

・プレミア

・フィットネスクラブ

・スパ&バーバー（Carju Rajah TIADO）

客室

・ガーデンスイート

・山王スイート

4F ・ザ・キャピトルバー

エントランス、ロビー ※来場者入口（車両／徒歩）

・フロントレセプション

・日本料理「水簾」

・オールデイダイニング「ORIGAMI」

・ラウンジ「ORIGAMI」

・ビジネスセンター

・中国料理「星ヶ岡」

・小宴会場「藤・桜・橘」 ※控室利用

・写真室

・美容着付室

宴会サロン

エントランス（宴会） ※来場者入口（車両／徒歩）／VIP車両留置き

・大宴会場「鳳凰」 ※総会・表彰式利用

・中宴会場「桐」 ※控室利用

エントランス ※来場者入口（電車から地下直結）

・地下鉄駅連絡口（溜池山王駅・国会議事堂前駅）

・ペストリーブティック「ORIGAMI」

・ゴトウフローリスト ザ・キャピトル東急店

駐車場

B3F 駐車場

2F

1F

B2F

27～29F

　　　※【功労者】宿泊施設

　　　　（喫煙は18Fのみ）

18～26F

14～15F

5F

3F
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会場全体図

27

■B2F

■3F

メインエントランス
車寄せ

各階へのEV

溜池山王駅
国会議事堂前駅

各階へのEV

2Fへの階段

宿泊フロア用EV

一般駐車場
（有料）

INOUT

１Fへ

１F
から

：車両導線

：徒歩導線

：車両導線

：徒歩導線

ベルデスク

※キー
ロック有

※4FへのEV

※4Fへ
の階段

１Fへ

B3F(駐車場)へ

１F
から

B3F
(駐車場)
から

※ホテル入口

改札口
（6番出口）
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会場全体図

■1F

総会・表彰式 会場

鳳凰

クローク

総合受付

■2F

3Fからの階段

1FへのES/階段

各階へのEV

エントランス
車寄せ

2FからのES/階段

IN

OUT

OUT

VIP駐車場

(7台分)
B2F
へ

3F
へ

3Fから

B2Fから

：車両導線

：徒歩導線

３Fへ

1Fへ

B1Fからの階段

：車両導線

：徒歩導線

お手洗い

※タクシーはドアマンデスク等にて呼出し可

運営事務局

選考委員／受賞者控室
(功労者/優良事業者)

桐

橘

岸田総理大臣 控室

桜

鈴木財務大臣控室

お手洗い

各階へのEV

岸田総理・茂木会長・
野村大臣 前室

応接室

ドアマンデスク

藤

農林水産省様控室

喫煙室
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報道関係者席
（32席）

登壇者席
（10席）

ステージ備品置
きスペース

功労者席
（4席）

選賞
審査委員席
（３席）

報道カメラ
スペース

認定団体席
（7席）

会場レイアウト

■1F 大宴会場「鳳凰」

※参加者126席
※報道 69席
※全席指定席
（予備席除く）

：功労者表彰関係者

：優良事業者表彰関係者

※一部、重複関係者有

・功労者席
・通訳席
・選考委員席

▽日本食海外普及功労者 関係者

：4席
：2席
：3席

・農林水産大臣賞席
・食料産業局長賞席
・選賞審査委員席
・調査員席

▽優良事業者表彰 関係者

：2席
：4席
：3席
：2席

・登壇者席（VIP）
・登壇随行者席
・登壇関係者予備席

▽登壇関係者【VIP関係】

：13席
：8席
：6席（壁際）

： 63席
： 69席
： 10席
（2席官邸）
： 00席

・参加者席
・報道関係者席
・予備席

・空き席

▽来場者／その他

面積 ：540㎡
天井高：5.5m

××× ×

登壇
随行者席
（7席）

大臣賞席
（２席）

局長賞席
（４席）

功労者
随行者席
（4席）
＊通訳2

プレス
撮影エリア

選考委員席
（３席）

：新規認定団体授与関係者

・新規認定団体席

▽新規認定団体授与 関係者

：7席

登壇者席
（３席）

登壇
随行者席
（１席）

各種
随行者席
（12席）

関係者
（３席）

官邸用
（２席）

＜126席+壁際8席＞

＜21席＞
＜21席＞

＜21席＞
＜21席＞

＜21席＞
＜21席＞

＜23席×３列＝69席＞

＜69席＞
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座席図 <総会・表彰式>

■1F 大宴会場「鳳凰」（総席数126席）

MEMBER（緑） プレス（黄）同行者・随行者・関係者（白）
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項目 人数

出席者数 101名

プレス数 19社29名

令和４年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者等表彰）

協議会総会出席者リスト
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出席者リスト1

■日本食海外普及功労者関係者

所属・役職 氏名

登壇関係者

内閣総理大臣 岸田 文雄

農林水産大臣 野村 哲郎

財務大臣 鈴木 俊一

農林水産物等輸出促進全国協議会会長 茂木 友三郎

公益財団法人食品等流通合理化促進機構 会長 村上 秀德

農林水産省 輸出・国際局長 水野 政義

農林水産省 農林水産審議官 小川 良介

■日本食海外普及功労者選考委員

■農林水産省内関係者

所属・役職 氏名

農林水産省

輸出促進審議官 山口 靖

審議官 安楽岡 武

国際食料情報特別分析官 道野 英司

所属/部署名 役職 氏名

選考委員

日本大学 名誉教授 下渡 敏治 ＊

学校法人服部学園服部栄養専門学校 理事長・校長 服部 幸應

- 食生活・教育ジャーナリスト 村松 真貴子

《7名》

《0名》

《3名》 *選賞審査員と兼務

■登壇関係者

《3名》

所属/部署名 役職 氏名

被表彰者

日本食レストラン「藍染」 オーナー兼シェフ テルマ・佑佳・清水・白石

レストラン「KANAZAWA」 オーナーシェフ パウロ・モライス

①「露結」
②日本料理アカデミーUK

①オーナーシェフ
②副理事長

林 大介

①ComerJapones.com
②ISSé JAPAN

①創設者兼ディレクター
②マーケティングディレクター

ロジャー・オルトゥーニョ・
フラメリック

随行者 ロジャー・オルトゥーニョ・フラメリック氏随行 4名

《8名》
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出席者リスト2

■輸出に取り組む優良事業者

団体名 人数

農林水産大臣賞

アグベル株式会社 2

丸善製茶株式会社 1

輸出・国際局長賞

梅乃宿酒造株式会社 1

株式会社 千里 2

津田宇水産株式会社 1

北海道はまなす食品株式会社 2

■選賞審査委員

■調査員

人数

調査員 ２

《9名》

《3名》*選考委員会と兼務1名

■公益財団法人食品等流通合理化促進機構
人数

事務局（スタッフ） ４

《2名》

《4名》

所属/部署名 役職 氏名

選賞審査
委員

日本大学 名誉教授 下渡 敏治 ＊

Aglien 代表 坂井 紳一郎

株式会社マインズ・アイ 代表取締役 名取 雅彦

カテナ株式会社 代表取締役社長 宮田 理恵

団体名 人数

認定農林水産物・食品
輸出促進団体

（一社）全日本菓子輸出促進協議会 2

（一社）日本木材輸出振興協会 2

（一社）日本真珠振興会 3

日本酒造組合中央会 2

（一社） 全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会 2

（一社）全国花き輸出拡大協議会 2

（一社）日本青果物輸出促進協議会 1

■認定農林水産物・食品輸出促進団体

《14名》

■日本食普及の親善大使 選考委員

《2名》

所属/部署名 役職 氏名

選賞審査
委員

名古屋大学
環境医学研究所 講師
高等研究院 講師

伊藤 綾香

- 料理研究家 千葉 真知子
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出席者リスト3

■協議会出席者

分野 団体名等 人数

品目別輸出団体

水産物･水産加工品輸出拡大協議会 1

日本畜産物輸出促進協議会 1

農業関係

全国農業協同組合中央会 1

全国農業協同組合連合会 1

公益社団法人日本農業法人協会 1

公益財団法人中央果実協会 1

日本園芸農業協同組合連合会 1

公益社団法人日本茶業中央会 1

日本農産物輸出組合 1

林業関係

一般社団法人日本林業協会 1

一般財団法人日本木材総合情報センター 1

水産業関係

一般社団法人大日本水産会 1

全国漁業協同組合連合会 1

北海道漁業協同組合連合会 1

日本水産缶詰輸出水産業組合 1

日本鮪缶詰輸出水産業組合 1

食品産業関係

一般財団法人食品産業センター 1

日本食肉輸出入協会 1

流通関係

酒類業中央団体連絡協議会 1

一般社団法人国際フレイトフォワーダーズ協会 1

一般社団法人航空貨物運送協会 1

一般社団法人日本百貨店協会 1

知的財産権関係 日本弁理士会 1

一般社団法人日本食品･バイオ知的財産権センター 1

経済界 一般社団法人日本経済団体連合会 1

一般社団法人日本電機工業会 1

その他 独立行政法人農畜産業振興機構 1

株式会社日本貿易保険 1
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出席者リスト4

■協議会出席者

分野 団体名等 人数

その他

株式会社日本政策金融公庫 1

一般社団法人日本能率協会 1

農林中央金庫 1

一般社団法人日本食農連携機構 1

省庁

内閣府 1

外務省 1

国税庁 1

厚生労働省 1

経済産業省 2

国土交通省 1

会員以外

日本ほたて貝輸出振興協会（北海道漁業協同組合連合会） 1

一般社団法人全日本錦鯉振興会 2

日本養殖魚類輸出推進協会 1

その他

日本食品海外プロモーションセンター（JFOODO） 1

独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO） 1

観光関係 独立行政法人国際観光振興機構（JNTO） 1

《46名》
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プレスリスト

■プレス

No. 社名 人数

1 伊勢新聞社 1

2 みなと山口合同新聞社 1

3 日本食糧新聞社 1

4 酪農経済通信社 2

5 日本農業新聞 1

6 株式会社国際農業社 1

7 NHK ４

8 日本農民新聞社 2

9 日刊水産経済新聞 ３

10 朝日新聞社 2

11 共同通信社 ３

12 NHKグローバルメディアサービス 1

13 毎日新聞社 1

14 朝日新聞社 1

15 農業共済新聞 1

16 日刊食料新聞 1

17 読売新聞 1

18 日本経済新聞 1

19 ニッポン放送 1

《29名》



令和４年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者等表彰）

協議会総会記録写真
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記録写真

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長】

【野村哲郎農林水産大臣】

【鈴木俊一財務大臣】
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【受賞風景・（一社）日本真珠振興会】 【受賞風景・（一社） 全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会】

【受賞風景・（一社）全日本菓子輸出促進協議会】 【受賞風景・（一社）日本木材輸出振興協会】

【認定農林水産物・食品輸出促進団体への認定証授与ステージ風景】

記録写真



40

【受賞風景・（一社）全国花き輸出拡大協議会】 【受賞風景・（一社）日本青果物輸出促進協議会】

40

【スピーチ風景・（一社）全日本菓子輸出促進協議会】 【スピーチ風景・（一社）日本木材輸出振興協会】

【受賞風景・日本酒造組合中央会】

記録写真



4141

【スピーチ風景・（一社）日本青果物輸出促進協議会】

【スピーチ風景・（一社） 全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会】 【スピーチ風景・（一社）全国花き輸出拡大協議会】

【スピーチ風景・（一社）日本真珠振興会】 【スピーチ風景・日本酒造組合中央会】

記録写真



4242

【受賞風景・テルマ・佑佳・清水・白石氏】 【受賞風景・パウロ・モライス氏】

【輸出に取り組む優良事業者農林水産大臣賞／日本食海外普及功労者表彰ステージ風景】

【受賞風景・アグベル株式会社】 【受賞風景・丸善製茶株式会社】

記録写真
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【スピーチ風景・テルマ・佑佳・清水・白石氏】 【スピーチ風景・パウロ・モライス氏】

【スピーチ風景・アグベル株式会社】 【スピーチ風景・丸善製茶株式会社】

【受賞風景・林大介氏】 【受賞風景・ロジャー・オルトゥーニョ・フラメリック氏】

記録写真
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【ビデオメッセージ・綿貫孝氏】

【スピーチ風景・林大介氏】 【スピーチ風景・ロジャー・オルトゥーニョ・フラメリック氏】

記録写真
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【岸田文雄内閣総理大臣挨拶】

【記念撮影】

記録写真
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【スピーチ風景・独立行政法人国際観光振興機構中山理事】

【農林水産物・食品の輸出とインバウンド観光の促進に関する覚書の紹介・ステージ風景】

【スピーチ風景・独立行政法人日本貿易振興機構仙台理事】 【スピーチ風景・日本食品海外プロモーションセンター 北川執行役】

記録写真



4747

【受賞風景・津田宇水産株式会社】 【受賞風景・北海道はまなす食品株式会社】

【輸出に取り組む優良事業者輸出・国際局長賞ステージ風景】

【受賞風景・梅乃宿酒造株式会社】 【受賞風景・株式会社千里】

記録写真



48

【総会会場 場内風景】

【総会会場 場内風景】

【総会会場 場内風景】

【総会会場 場内風景】

【総会会場】

記録写真
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【受付】 【受付】

【総会会場 展示】 【総会会場 展示】

記録写真



令和４年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者等表彰）

協議会総会議事録
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協議会総会議事録1

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長のご挨拶】

農林水産物等輸出促進全国協議会会長を仰せつかっております、キッコーマン株式会社取締役名誉会長の

茂木友三郎でございます。皆様、大変お忙しい中、御出席をいただきまして、誠にありがとうございます。

総会の開催に当たり、一言御挨拶申し上げます。

本日は、野村農林水産大臣、鈴木財務大臣に御臨席をいただき、また、後ほど、岸田総理大臣にもお越し

いただけるとのことであり、お礼申し上げたいと思います。

はじめに、「日本食海外普及功労者」として表彰される5人の皆様方、並びに「輸出に取り組む優良事業

者」として表彰される6事業者の皆様方に対して、心からお祝いを申し上げます。

また、今回の総会では、「改正農林水産物・食品輸出促進法」に基づき認定された「農林水産物・食品輸

出促進団体」への、認定証の授与も行いますが、業界の輸出を牽引する組織としての新たな活躍を期待しま

す。

一昨年から続く新型コロナウイルスの世界的な感染拡大は、人々の生活に大きな困難をもたらし、とりわ

け我々のような食に携わる人間は厳しい環境に置かれてきましたが、逆境の中でも、国内外の関係者のたゆ

まぬ努力により、海外の日本食レストランが着実に増加するなど、日本食・食文化は海外へ拡大し続け、定

着が進んでいます。

これに呼応するように、農林水産物・食品の輸出についても、本年1月から10月までの間で1兆1,218億円

と、過去最高の実績を示しております。私が本協議会会長に就任した2007年の輸出額は約5,000億円であり、

本年は10月の時点で2倍以上の金額となっております。

この好調な輸出の流れを更に拡大するためにも、本日、認定証を授与される輸出促進団体の皆様も含めて、

官民を挙げたオールジャパンでの取組を進めていきたいと考えております。引き続き皆様方のご協力をたま

われますようお願い申し上げます。

結びに、協議会会員各位と、こちらに御列席されている皆様方の益々の御活躍を期待申し上げまして、私

の挨拶とさせていただきます。
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協議会総会議事録2

【野村哲郎農林水産大臣のご挨拶】

「農林水産物等輸出促進全国協議会総会」の開催に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

はじめに、「輸出に取り組む優良事業者」として表彰される6事業体の方々、「日本食海外普及功労者」

として表彰される5名の方々、誠におめでとうございます。日本の農林水産物・食品の輸出拡大に大きく貢

献していただいたことに対し、改めて感謝申し上げます。

本協議会は、2005年に設立され、長年にわたり、輸出拡大にとって重要な役割を果たして来られました。

農林水産物・食品の年間輸出額は、本年1月から10月までの実績の時点で昨年よりも1か月早く1兆円を達成

し、10月単月の実績1,251億円も1か月の記録として過去最高となっております。

また、本年10月には「改正農林水産物・食品輸出促進法」が施行され、輸出重点品目ごとに、オールジャ

パンで輸出に取り組む「農林水産物・食品輸出促進団体」を認定する制度が開始いたしました。これまでに、

15品目、7団体を認定しており、この後、本総会において、認定を受けた団体への認定証授与を行います。

今後も、輸出拡大に向けた施策をさらに強力に推進し、政府として、関係者の皆様の活動をしっかりと後

押ししてまいります。引き続き、官民一体となった輸出促進の取組が着実に推進されるよう、御協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。

結びに、茂木会長をはじめ、本日御臨席の皆様の御健勝と更なる御活躍を祈念いたしまして、私の挨拶と

いたします。
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協議会総会議事録3

【鈴木俊一財務大臣のご挨拶】

「農林水産物等輸出促進全国協議会総会」の開催に当たり、お酒を所管しております財務省・国税庁を代表

して、一言御挨拶を申し上げます。

はじめに、茂木会長をはじめ、本日御臨席の皆様に対しまして、海外における日本の農林水産物などの普

及や市場開拓を、長年にわたり取り組んでこられたことに心から敬意を表します。

政府の輸出目標の達成に向けて、お酒は重要な品目の一つであると認識しております。日本産酒類の輸出

額は昨年初めて1,000億円を超え、今年に入っても、10月の時点で既に昨年の輸出額を超えるなど好調に推

移しております。これも、本日御臨席の皆様、農林水産省をはじめとする関係省庁、地方自治体の皆様の御

尽力・御協力の賜物であり、深く感謝申し上げます。

さて、財務省では、先日、日本酒及び焼酎の輸出促進団体として「日本酒造組合中央会」を認定し、本日

ご足労いただきました。財務省・国税庁としては、引き続き、「日本酒造組合中央会」をはじめ、酒類関係

者の皆様と一丸となって、日本産酒類の輸出拡大に努めてまいります。

結びに、本日御臨席の皆様の益々の御健勝を祈念して、私の挨拶といたします。
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協議会総会議事録4

【岸田文雄内閣総理大臣のご挨拶】

「農林水産物等輸出促進全国協議会総会」に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

はじめに、本日表彰された皆様方に心からお祝い申し上げます。食習慣の異なる海外において日本食普及

や市場開拓に取り組んでこられたことに心から敬意を表します。

皆様の御尽力により、本年の農林水産物・食品の輸出額は、昨年より1か月早く1兆円を突破し、10年連続

で過去最高を更新しております。

今後も、インバウンド消費との相乗的な拡大が期待されます。私自身、9月の米国訪問の機会に、歴史と

伝統あるニューヨーク・カーネギーホールでの日本食イベントに出席し、日本食の奥深さと多様性をアピー

ルした際にも、高品質の日本食品を求める声が寄せられておりました。

この期待に応え、農林水産物・食品の輸出を拡大していくことは、経済構造の強靭化を図る上でも、極め

て重要です。本日認定証を授与された「農林水産物・食品輸出促進団体」の皆様には、その中核として、

オールジャパンでの輸出を牽引していただくことを期待しています。

岸田内閣においては、令和４年度第２次補正予算の成立を受け、2025年2兆円目標の前倒し達成に向けて、

生産から流通・販売まで一気通貫で産地サポートや、現地での海外需要の把握、そして商流構築への支援な

どを本格的に実行してまいります。

今後とも、本日出席の野村農林水産大臣、鈴木財務大臣を始め政府一丸となって、関係の皆様方と共に取

り組んでまいります。

結びに、茂木会長を始め、本日御臨席の皆様の益々の御健勝をお祈り申し上げて、御挨拶とさせていただ

きます。
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協議会総会議事録5

【スピーチ：一般社団法人全日本菓子輸出促進協議会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

この度、私共（一社）全日本菓子輸出促進協議会を「農林水産物・食品輸出促進団体」に認定して頂き誠

にありがとうございます。

今後は、海外市場の調査研究と積極的な海外展示会への参加による販路開拓の促進、そして時流に即した

原材料規制等の勉強会を通じての情報共有等、現状やっておりますことを更に発展させ、まずは2025年まで

の農林水産物・食品の輸出額２兆円達成に向けて微力ながら貢献出来ますように、頑張って参ります所存で

す。

最後に「お菓子を食べながらケンカする人はいない。」が当協議会のモットーであり、世界の人達に美味

しい日本のお菓子を食べて笑顔になって頂きたく、精進してまいります。今後ともよろしくお願いいたしま

す。

【スピーチ：一般社団法人日本木材輸出振興協会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

一般社団法人日本木材輸出振興協会会長の山田壽夫でございます。この度、製材と合板で認定団体となり、

大変感謝申し上げます。

ご案内のとおり、日本は世界屈指の森林国であり、スギやヒノキなどの人工林が1000万haもあります。今、

SDGsやESG投資への関心が世界的に高まっており、循環型資源である人工林を利用する時代へと世界の主

流も変わりつつあります。

日本の誇る森林資源から生産される優良な木材製品を海外の皆様にも使っていただきたい、また、その取

組を日本国政府と緊密に連携して推進していきたいと考えております。

今後ともよろしくお願いします。

【スピーチ：一般社団法人日本真珠振興会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

日本真珠振興会、会長の藤田でございます。この度は、農林水産物および食品の輸出の促進に関する法律

の規定に基づき、輸出促進団体として、認定いただき誠にありがとうございます。

戦後、「真珠」は外貨獲得産業として、活躍し、昭和二十七年に『真珠養殖事業法』が制定されましたが、

諸般の事情により平成十一年に廃止されました。しかし、どうしても真珠振興のために立法が必要と考え、

真珠議員連盟の先生方、また、関係者皆様の努力により、平成二十八年『真珠振興法』が制定され、その中

で真珠連携協議会を中心に現在、活動しているところです。

近年の真珠市場は、アコヤ貝のへい死問題、また、コロナ禍での見通せない取引環境など、不安定要素が

多々見られます。こうした中、真珠業界としましては、国内外の消費者に、より良い品質の真珠を安定的に

提供すべく、様々な取組を展開しているところです。輸出拡大実行戦略においては、2030年までに5兆円の

目標額を目指しておりますが、私共、真珠業界としましても目標達成に向け、尽力してまいる所存です。

引き続き、ご支援ご鞭撻の程、何卒よろしくお願い申し上げ、私のお礼の挨拶といたします。本日は誠にあ

りがとうございました。
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【スピーチ：日本酒造組合中央会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

この度は日本酒造組合中央会が農水省の輸出促進の品目団体として承認していただいたことは我々にとっ

て大きな喜びでございます。

ご高尚の通り日本酒、本格焼酎、泡盛は日本が世界に誇れる「お酒」であり、長い歴史と伝統を持ってお

ります。現在ユネスコの無形文化遺産に登録申請中であり、文化的遺産として継承していくものと思ってお

ります。

米を中心にした日本の農産物から生まれた日本の誇れる「國酒」として世界での認知度が増し、日本の輸

出に少しでも貢献できるだけでなく、ブーメラン効果で日本でも「國酒」が再認識していただけることを

願っております。ありがとうございました。

【スピーチ：一般社団法人全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

一般社団法人 全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会理事長の木村と申します。この度は、「コメ・

パックご飯・米粉及び米粉製品」の輸出促進団体（品目団体）としての認定をいただき感謝申し上げます。

全米輸としましては、この認定取得を契機とし、農林水産省様を始めとした国及び関係団体様にご指導を

仰ぎつつ、密接に連携し、2025年に向けた輸出拡大プランである「中期計画」を実行して参る所存です。

関係者の皆様には、引き続き、ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

【スピーチ：一般社団法人全国花き輸出拡大協議会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

ただいま、農林水産物・食品輸出促進団体の認定証の授与を受けました、一般社団法人全国花き輸出拡大

協議会会長の宍倉孝行でございます。

この度は、我が国の高品質な農林水産物・食品の輸出を推進する団体として認定を受け、輸出に携わる者

としましては、この上ない喜びとなっております。

今後、品目団体として日本産切り花の輸出促進に向けて一層の発展を目指し努力してオールジャパンで新

たな事業の展開を行っていかなければならないと思うところであり、皆様方には、これからも格別なご厚情、

ご支援を賜りますよう、謹んでお願い申し上げます。本日は、誠にありがとうございました。
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【スピーチ：一般社団法人日本青果物輸出促進協議会（認定農林水産物・食品輸出促進団体）】

定書を賜りましたので、一言今後の取組に向けた決意を申し上げます。

本協議会の前身は平成２７年５月設立され、農林水産省の指導の下で、会員とともに日本産の果実・野菜

を旬の時期に海外の消費者に届けてその市場拡大に努めてまいりました。

また、青果物の輸出障壁の解消のため、輸出先国の残留農薬基準や長距離輸送に伴う鮮度保持、植物検疫

上の輸出条件となっている査察を行うための検査官の招へいなど、会員とともに一丸となった取組を行って

きたところです。

これらの取組により、日本産青果物は世界中で高品質なものと評価され、青果物の輸出額は令和3年に377

億円と過去最高となりました。この金額は、協議会発足時の平成27年に比べ1.6倍となっています。このた

び、その成果が評価され認定団体として認定をうけることができたものと認識しているところです。

今後とも農林水産省の指導のもとで、会員と一丸となった取組を行い、JETROやJFOODOとも連携を行い

つつさらなる輸出の促進に貢献してまいる所存です。
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【受賞者スピーチ：アグベル株式会社（優良事業者表彰 大臣賞）】

アグリカルチャーに新時代のベルを鳴らす、アグベル株式会社の丸山です。

本日はこのような素晴らしい賞をいただき、誠にありがとうございます。この賞は、私たちだけの力では

なく地域の生産者の方々、そして弊社をいつも支えてくださる関係者の方々、また、会社のメンバーの全員

の力のおかげで、このような身に余る素晴らしい賞をいただくことができました。

私たちは山梨県にてブドウの生産、イチゴの生産、選果場の運営、新規就農支援など、こういった事業を

行っております。地域における畑の継承問題や耕作放棄地、そして新規就農者の定着不足など、さまざまな

負の解消を私たちは目指しながら日々事業を行っております。私は今年30歳になりました。会社の11名のメ

ンバーも平均年齢27歳と非常に若い農業法人ではあります。毎日全員現場で汗を流しながら日々事業を全う

しております。

私は2017年に当時55歳だった父親を急病で亡くし、家業を継承したところから2020年にアグベル株式会

社を創業いたしました。今思えばあのときに父の思いを継承し、本日、このような日があるのかなと改めて

思いました。

この賞を機に、アグベルは次のステージに進んでいきます。農業からアグリビジネスへ、生産者から経営

者へ、業界を牽引できるような企業になり、そして私たちがリーディングカンパニーになれるように今後努

力して進んでいこうと思います。本日はありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：丸善製茶株式会社（優良事業者表彰 大臣賞）】

ただ今ご紹介に与りました、丸善製茶、古橋と申します。この度はこのような素晴らしい賞をいただきま

して大変うれしく思っております。また、日頃より皆様方にはご支援とご協力をいただきまして心から御礼

申し上げます。

この場を借りまして、この度受賞しました事業の紹介をさせていただきたいと思います。弊社は静岡の茶

問屋です。今回受賞できたのは、事業展開場所をモロッコにしたことです。モロッコは世界の茶の集積地の

一つです。そこに日本茶の半製品である荒茶を送り、現地で最終加工をしております。現地の企業名は

Maruzen Tea Moroccoです。この企業は日本の弊社、日本の機械商社である株式会社ナサ、現地企業の三社

合弁で運営をしています。この現地パートナーはティーバッグ加工をしている会社を中心に、包装資材、缶

の製造、フレーバリング、ティーバッグのタグ付け、農薬検査等々がグループ化されており、茶の加工に関

することがワンストップで可能となっています。そこでは世界の有名ブランドの多くが加工を依頼していま

す。そこに日本茶の加工場を置くことにより、世界のバイヤーの選択肢の一つに日本茶を入れてもらうこと

を目的としております。茶の輸出にはいろいろなハードルがございます。グループ内でワンストップでの加

工が可能なことから、モロッコの弊社を利用することで日本のお茶メーカーの輸出に関するハードルが下げ

ることが可能だと思っております。

今後はほかのお茶メーカーにも弊社を、現地企業を使っていただき輸出促進につなげていきたいと考えて

おります。皆様方には今後ともお力を貸していただくことと思いますが、ご支援、ご協力のほど、何卒よろ

しく申し上げます。本日は誠にありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：テルマ・佑佳・清水・白石氏（日本食海外普及功労者）】
※ポルトガル語でスピーチ、逐次通訳あり

皆様、こんにちは。本日はこのような日本という、ブラジルとは全く違う場所に来られてとても光栄に

思っております。私も日本料理を始めてまさかここまで遠く、こんなに遠くまで来るとは思っておりません

でした。

私はずっとこの日本の味というのを追求しておりまして、それは私の祖父母の味というものを、そして祖

父母が示してくれた日本の価値というものをずっと追求してきたおかげです。この価値というのを今後私の

子どもたちにも伝えていきたいと思います。

私の料理店「藍染」というレストランで、私は日々そこで学んでおりまして、その中で、また、さらなる

日本の味というものを追求しております。

私たちのレストランは最初はとても小さなレストランでありまして、看板すらありませんでした。当時は

30人から40人ぐらいを相手にできる規模だったんですけども、今では２店舗構えております。そのうち１店

舗がサンパウロのジャパンハウスの中にありまして、さらに我々はデリバリー、テイクアウトのサービスも

行っております。

また、日本の食品及び日本の陶器といったものを売るお店も、販売口も構えております。このようなレス

トランというプロセスを進めていくにつれて、また、ジャパンハウスという、日本のいわゆる文化の発信地

の中にお店を構えることができることによって、日本食及び日本の文化の発信ということも始めております。

そして私は在サンパウロ日本国総領事館のシェフも務めております。こちらは５年にわたって務めておりま

す。そうやって日本の文化及び日本の食文化をブラジルで普及しておりまして、日本の食文化というのは、

ブラジルのメディアにおいてもますます取り上げられておりまして、一般ブラジル人の興味もますます高

まっております。

我々が今直面しておりますのは、日本でパートナーシップを非常に求めているということです。といいま

すのも、やはりロジスティックの面で日本とブラジルはとても離れておりますので、日本側の支援も必要と

しております。

ですが、この長い距離というのも、ある見方によればとても素晴らしいものでありまして、先程、野村大

臣が鹿児島のご出身だと聞きましたが、私どもはブラジルで鹿児島の和牛、さらに、鹿児島のカツオ節も提

供することができております。そして、ブラジル人のテイストに非常に合って、人気が高いです。さらに、

キッコーマンの名誉会長であります茂木会長のキッコーマンの醤油も、実は今年の初めに、ブラジル現地で

生産された醤油のリリースのイベントに私どもが関わることができました。こうしたことから、日本の食に

関する文化、そして食に対するこだわりというのがブラジルでも非常に強く受け入れられているといえます。

ですが、これらの仕事で最も試されたのが、やはりコロナ禍です。コロナ禍では、様々なレストランが閉店

をしてしまい、また、サプライヤーも非常に困った状況にありました。

ブラジル特有の問題といいますのは、その社会問題であります、人々の飢餓です。飢餓にあえぐ人たちが

いるという事実もあります。そこで、私は祖父母の価値を思い出し、この困難な時にこそそういった価値が

生きてくるのではないかというふうに思いました。とりわけ、たくさんの食料が実は畑の方では余っていて

まさに腐り始めているという、そういう状況の中で私はその機会を利用して、この弁当というものを作りま

して貧困者に提供することにしました。まさにもったいないの精神で行っておりまして、それに加えて日本

の弁当というのは非常にバランスが良く健康的で、また、おいしい食べ物だということで、現時点で、まだ

継続しているんですけども、現時点で20万個のお弁当をブラジルの貧困層に配布することができまして、私

どもは日本の精神を持つことができたということで非常に喜んでおります。このような困難な時にあって、

我々は日本の政府、そして日本の企業のサポートも受けました。この場を借りて改めて感謝申し上げます。

以上です。ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：パウロ・モライス氏（日本食海外普及功労者）】
※英語でスピーチ、逐次通訳あり

日本語があまりうまくないので英語で話させていただきます。このような名誉ある賞をいただきまして、

日本政府、農林水産省様に感謝申し上げます。大変光栄に存じます。

これまでのキャリアを振り返りますと、私を歓迎して日本の食と文化の広大な世界に導いてくださった全

ての方々にも感謝しなければなりません。33年前に私が料理人として初めて日本食のレストランに足を踏み

入れたときに、まさか自分が毎日情熱を注いでいる食に関する賞をいただくために来日する日が来るとは

思ってもおりませんでした。

日本の文化というのは、毎日本当にずっと驚かされるばかりです。ポルトガル人といたしまして、やはり

日本の方々とはたくさんのつながりがあるな、というふうに感じております。私たちは歴史的、また、文化

的な面だけではなく、食へのこだわりという点でも共通性があると思います。

私たちは日々食のことを考えています。そのおかげさまで私も簡単に優れた日本の食材を見つけることが

できるわけですけれども、本日ここに来まして、多くの方たちにお会いして、ポルトガルで実際に使ってい

る商品を提供してくださっている方にも本日お会いすることができました。ワサビやお肉やお魚、日本の素

晴らしいハマチとかそういった食材を、私たちが料理をするために使うことができるものを提供してくだ

さっているたくさんの方に、本日お会いすることができました。

ポルトガルにも四季があります。海岸の近くで暖流と寒流が交わる、これは日本も同じだと思いますが、

そのおかげでとても魚介類が豊かな国でありまして、そういう意味で多様性もある、非常に興味深いという

ふうに思います。私のレストランでは毎月メニューを変えていまして、ポルトガルだけではなく日本でも旬

のものを探して、お客さまに季節感や伝統、そして技、技術、文化を紹介するように努めています。

私はいつも同僚から甘いもの好きだと言われるんですけれども、それは確かにそうです。というのも、

日々私はどんなデザートを出そうかと思って考えてるわけで、レストランで提供するデザートは、その素材

や技術や味だけでなく、盛り付けにもこだわり、バランスのとれた、日本を代表するようなデザートにした

いということで心がけています。

日本の食に関する親善大使になったということで、ポルトガルで私は日々レストランでの仕事の仕方とか、

そういうものを一層考えるようになりました。サービスも、また、自分たちの見せ方も常に日本文化や伝統

にこだわるようにして、そういったものをお客さんに見せたいというふうに頑張っています。

また、日本文化を皆さんに知ってもらおうと思いまして、和食の様々な側面についてのワークショップも

開催しています。お寿司や刺身、和菓子などについてのワークショップを展開しています。

このような賞を本日いただきまして改めて感謝申し上げたいと思います。そして賞に伴うこの責任という

ものもありますので、もっと知識を深めて精進して、お客様にお出しすることができるように努力していき

たいと思っています。ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：林大介氏（日本食海外普及功労者）】

只今ご紹介に与りました林大介でございます。この度は、大変名誉ある賞をいただき光栄に存じます。こ

れまで、料理人として人生の指針を示してくださった師匠である村田吉弘大将、そして自分を支えていただ

いた皆様のお陰であると痛感しております。本当にありがとうございました。

私が渡英するきっかけとなりましたのは、2008年北海道洞爺湖サミットにおいて、日本料理の責任者とし

て従事させていただいた後、ロンドンのレストランプロデューサーからのオファーがあり、大将に相談した

ところ「これから日本料理は世界の料理になります。先方をきって打って出なさい。」とのお言葉をいただ

き、日本料理を世界に発信し、普及し、そして教育することが私の使命であると決意いたしました。渡英し

て当初は、自分が日本料理だと思う料理を提供しても、現地のお客様になかなか理解していただけないとい

う現実がありました。それでも師匠を信じ諦めませんでした。今では和食が世界無形文化遺産に登録された

ことや、実際に日本を体験された海外の方が増えたこともあり、日本食文化への理解と尊敬を感じています。

ある時、現地小学校で提供されている学校給食を目にすることがあり、あまりの内容にショックを受けまし

た。それから、欧米の食生活を変える為にも、栄養とバランスに富んだ和食文化を教えなければならないと

思い、現地校での食育授業を始めました。その子供たちが10年後20年後になって、素晴らしい日本食文化を

世界に広めてくれる事を願っています。今後、学校給食に一汁三菜を基本とした和食を導入出来るよう、活

動していきたいと思っております。

また、日本航空欧州発の日本食機内食を監修しており、制限のある機内で日本料理の基本であるうま味を

駆使し、ヘルシーで健康的な日本料理を外国人の方々に提供する努力もしております。

昨年の12月には、本物の日本料理屋を持ちたいとの夢が叶い、ロンドンの中心部で日本料理「露結」を開

業いたしました。今回の受賞を励みに、これからも料理を通して社会に貢献していきます。ご清聴ありがと

うございました。
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協議会総会議事録13

【受賞者スピーチ：ロジャー・オルトゥーニョ・フラメリック氏（日本食海外普及功労者）】
※英語でスピーチ、逐次通訳あり

この度は、日本食海外普及功労者表彰をいただくことになり、大変光栄に存じます。深く御礼申し上げま

す。私は日本語があんまり上手ではないので、この先は英語で続けさせていただきます。

30年前に、日本語の文字に好奇心を感じまして、日本語を学ぶことにしました。日本語を勉強しながら、

初めて日本料理と日本酒を試したところ、一目ぼれしました。その後10年間、日本食や日本酒についていろ

いろなことを調べたり、勉強したりしてきまして、勉強すればするほど日本語が上手になると思っていたの

ですが、それは間違いでした。長い年月を経ても私の日本語はあまりうまくはなりませんでした。でも、そ

の間に私は日本食、ガストロノミーのスペシャリストになりました。

この20年間、私は日本食の普及に関わる多くのプロジェクトに関わってきました。例えば、ブログや美食

雑誌に記事を書いたり、美食イベントのコーディネートをしたり、また、スペイン語圏十数カ国で講演をし

たり、また、2,000項目からなる日本料理の辞典も書いたりしています。国際交流基金、JETRO、日本大使

館や領事館、そして、いくつかの県庁とも協力をして私が世界一と信じる料理を世界中に広めるお手伝いを

してきました。

そういうことで、そういったすべての方々に感謝申し上げます。また、領事館の牧内さんと嵯峨濃さんに

は在任中に在バルセロナ日本国総領事館公館長表彰と、日本食普及の親善大使への就任を推薦していただい

たことに大変感謝いたします。それら評価に加えて、本日いただくこの賞で私がこれまで行ってきた活動を

さらに継続していくための刺激と励みをいただいております。今一度深く御礼申し上げます。
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協議会総会議事録14

【ビデオメッセージ：綿貫孝氏（日本食海外普及功労者）】

私は、タイ・バンコク在住の綿貫孝でございます。この度の名誉ある賞を日本国よりいただき感謝申し上

げます。

現在、私がオーナーを務めてバンコクで営業しております「花屋」は、1939年に先代で私の義父にあたる

森園博康が、タイの旧市街地で開店しました。途中、第二次世界大戦による中断を挟みましたが、創業から

今年で83年を数えます。

今では、日本食はタイにおいては大人気の料理となっており、タイ全土で4,300店舗以上の日本食レスト

ランが営業しているとも言われております。しかし、花屋創業当時は、日本食レストランは、２～３軒しか

なかったと聞いています。

現在では、花屋はバンコクで一番古い日本食レストランになりました。当時の花屋は、日本人の駐在員、

在タイ邦人の家のタイ人のメイドが、日本食を習うために研修を受ける場所として、利用されていたようで

す。

もともと、花屋は、戦前・戦中には、在タイの日本人駐在員向けに始まりましたが、現地のタイ人も気軽

に食べられるよう、日本産食材のみならず、地の鮮魚等の現地の食材を工夫して使いながら、創業と同じ場

所で伝統の日本の味を提供し続ける努力をしてまいりました。

また、当時は、今のように様々な日本産食材が簡単に手に入る時代ではありませんでしたので、限られた

食材を工夫して使い、日本料理を提供しておりました。例えば、味噌汁などは自家製の味噌を使っていたよ

うです。出来るものはすべて自家製で工夫して、営業してまいりました。

バンコクの中心部が現在のシーロム地区に移り変わったこともあり、今では花屋の客の90％以上がタイ人

のお客様です。近頃は、親子３代でご来店下さるお客様も珍しくなくなりました。

現在、タイ人の行ってみたい海外旅行先に日本が第1位にランクされています。日本の各地で経験した味

を花屋に求めて来るお客様も増えて来ています。そのための情報収集も、重要な仕事の一つとなっています。

今後も、皆に愛される日本料理をバンコクで提供していけるよう、今回いただいたこの賞を大いなる励みと

して頑張ります。本日は、どうもありがとうございました。
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協議会総会議事録15

【覚書締結のご挨拶：独立行政法人日本貿易振興機構理事 仙台光仁氏】

皆さま、こんにちは。JETROの理事の仙台でございます。本日は日本貿易振興機構JETRO、日本食品プロ

モーションセンターJFOODO、日本政府観光局JNTOの三者連携に関する覚書を紹介する機会をいただき誠

にありがとうございます。この覚書につきましては農林水産省の橋渡しにより三者が集まる機会を持ったと

ころから議論が始まり、経済産業省、国土交通省の観光庁のご理解、ご協力を得ながら本日締結の運びとな

りました。この場をお借りして関係者の皆さまに厚く御礼申し上げます。

日本の食材も日本の観光地も、どちらも素晴らしいコンテンツです。日本のおいしい農林水産物、食品を

食べた海外の方が日本を訪れたいと考え、日本を訪れておいしい日本食に出会った外国の方がその味が忘れ

られず帰国後に日本産の食品を購入する、そうした好循環を巻き起こしたいと考えております。今回の三者

連携ではデジタルマーケティングや海外でのプロモーションイベント等で連携し、農林水産物、食品の輸出

促進とインバウンド観光を相乗的に拡大することを目指しており、本年12月5日に改訂された農林水産物、

食品の輸出拡大実行戦略においても今回の取り組みが明記されました。JETROといたしましては今回の覚書

提携を機に海外のECサイトと連携した販路拡大など、デジタルを活用したJETROの輸出促進事業と、SNSの

フォロワー数が1000万人を超えるなど、海外の日本のファンに対して圧倒的な情報発信力を有するJNTOと

の連携を推進し、農林水産物、食品の輸出促進とインバウンド観光の拡大にこれまで以上に取り組んでまい

ります。

本件を進めるに当たり、本日ご臨席の皆さまのご支援、ご協力をたまわりますようお願い申し上げまして

JETROの御挨拶とさせていただきます。
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協議会総会議事録16

【覚書締結のご挨拶：日本食品海外プロモーションセンター執行役 北川浩伸氏】

ただ今ご紹介賜りましたJFOODOの執行役をしております、北川と申します。本日はかような素晴らしい

機会を賜り誠にありがとうございます。

JFOODOは2017年、今をさかのぼること５年ぐらい前に日本の食を海外の消費者の皆さんにPRをすると

いう趣旨で設立された機関であります。いわゆる消費者に最も近いところに立つ、そういう機関となってお

ります。今まではいくつかの品目を指定をして、それらを海外の皆さんにお示しをする。例えば日本の素晴

らしい牛肉、お米、あるいはお酒、こういったかたちでやっておりました。今年からは加えまして日本の食

文化を海外の皆さんにＰＲをするというかたちで活動を少しずつ進めております。そして今回機会をいただ

きましたインバウンド・食が中心となって海外の皆さまを日本に連れてくる、こういった仕事をしっかりと

やっていきたいということで進めてまいります。今回JETRO、そしてJNTOの皆さんと覚書を結ばさせてい

ただくことによって、特にJNTOの皆さんの素晴らしい映像や誘客のコンテンツ、こちらを十分に私たちも

活用させていただいて日本の食をPRし、そして日本の食が海外の人を日本の隅々まで連れてくると、そして

日本の各地の消費、そして生産者に元気を与えると、こういうような仕事をしっかりやっていきたいと考え

ております。

ぜひ皆さまのご指導、ご鞭撻、何とぞよろしくお願いを申し上げまして私の御挨拶とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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協議会総会議事録17

【覚書締結のご挨拶：独立行政法人国際観光振興機構理事 中山理映子氏】

皆様、こんにちは。日本政府観光局（JNTO）理事の中山でございます。本日は日本の農林水産物・食品

の輸出とインバウンド観光の促進に向けた三者覚書をご披露する機会をいただき大変光栄に存じます。

本年１０月より水際措置が大幅に緩和されたことを受けまして、私どもJNTOは日本へのインバウンド観

光の早期回復に向け、関係の皆様と連携しながら組織を挙げて海外向けインバウンドプロモーションに取り

組んでいるところでございます。私どもが本年発表しました調査、これは私どもが重点市場としております

22市場を対象としました調査によりますと、およそ世界の旅行者の「海外旅行の主要な目的」の第１位が美

食・ガストロノミーということでございました。そして、これはコロナ前の調査になりますけれども、実際

に日本を訪れた外国人の方々が「訪日旅行で最も期待していたこと」の１位も日本食ということでございま

した。豊かな自然とそれに根ざした日本の食文化というのは大変な日本の強みであるというふうに考えてお

ります。こうした観点から、これまでにも農林水産省が設置する輸出支援プラットフォームへのJNTO海外

事務所の参画などを通しまして、輸出促進とインバウンド促進、双方連携して取り組んできたところでござ

いますけれども、今般の覚書締結を契機にそうした連携をさらに深化させてまいりたいと考えております。

具体的には、各機関が有する知見や業界関係者とのネットワーク等を活用しまして、オンラインでのプロ

モーション、そしてリアルでのイベントの双方でしっかり連携をしてまいりたいと考えております。

こうしたことを通じまして、まず訪日旅行を通じて日本食の魅力を存分に知っていただく。そして自国に

帰ってからも日本食が食べたいと思っていただいて、日本のものを買っていただく、そういった契機を作っ

ていきたいと考えております。逆に、本日も海外から色々な方がいらっしゃっておられますけれども、海外

で日本食に触れるといった機会を通じまして、日本に行ってみたいという、そういう気持ちを醸成していた

だくということで、訪日旅行への需要を創出していくと、そういった双方向の好循環を生み出していきたい

と考えております。

引き続き皆様のご支援、ご協力をいただきながらしっかり取り組んでまいりたいと思います。本日は誠に

ありがとうございます。
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日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
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ホームページへの掲載

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_conf/index.html
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ホームページへの掲載
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協議会総会配布物 [受付配布･席置き配布]  

■受付配布物

・識別証

・胸章（赤：受賞者・認定団体、白：登壇関係者、選考委員等が着用）

■席置き配布物

【封入物一覧】
資料1 総会議事次第
資料2 農林水産物等輸出促進全国協議会の構成員等
資料3 功労者受賞者プロフィール
資料4 認定農林水産物・食品輸出促進団体一覧
資料5 令和4年度輸出に取り組む優良事業者表彰事例集
資料6 令和4年度日本食海外普及功労者プロフィール
資料7 農林水産物・食品輸出とインバウンド観光促進に関する覚書の紹介
資料8 12月5日輸出関係閣僚会議資料 - 5兆円目標に向けた更なる取組の強化について
資料9 令和4年度「日本食普及の親善大使」の任命について
資料10 アンケート（食流機構）

※上記を茶封筒に封入し、席置きにて出席者へ配布
※欠席者へは後日郵送

農林水産省

農林水産省様（赤）

ＭＥＭＢＥＲ

会員（緑）

関係者

関係者（薄緑）

省庁関係者

他省庁（ピンク）

ＰＲＥＳＳ

プレス（黄）

ＳＴＡＦＦ

運営スタッフ（黒）

※所属毎に、以下識別分けを行い、受付にて該当パスをお渡し

●識別証デザイン

食流機構関係者

食流機構関係者
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媒体掲載関連
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体掲載関連/WEB

掲載日 メディア名 タイトル URL

2022/12/20 日刊水産経済新聞 日刊水産経済新聞 ｜THE SUISAN-KEIZAI DAILY NEWS
https://www.suikei.co.jp/%E3%80%8C%EF%BC%92%EF%BC%95%E5%
B9%B4%EF%BC%92%E5%85%86%E5%86%86%E9%81%94%E6%88%90%
E5%89%8D%E5%80%92%E3%81%97%E3%80%8D%E5%B2%B8%E7%94%
B0%E9%A6%96%E7%9B%B8%E3%80%81%E6%B1%BA%E6%84%8F%E8
%A1%A8%E6%98%8E/

2022/12/19 日本食糧新聞 農林水産物等輸出促進全国協議会、総会で7品目団体に認定証 https://news.nissyoku.co.jp/news/honmiya20221215042519949

2022/12/16 ORICON NEWS 25年2兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 https://www.oricon.co.jp/article/2075346/

2022/12/16 グノシー 25年2兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 https://gunosy.com/articles/eRm60

2022/12/16 EconomicNews ２５年２兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 http://economic.jp/?p=98343

2022/12/16 excite.ニュース ２５年２兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 https://www.excite.co.jp/news/article/Economic_000098343/

2022/12/16 とれまがニュース ２５年２兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 https://news.toremaga.com/economy/ewhole/2484084.html

2022/12/16 エンタメプラス ２５年２兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 https://entameplus.jp/article/index.php?id=976236024636260352

2022/12/16 ノアドット ２５年２兆円達成へ意欲 農林水産物輸出で総理 https://nordot.app/976236024636260352

2022/12/15 毎日新聞 14日 https://mainichi.jp/articles/20221215/ddm/005/010/080000c

2022/12/15 日本経済新聞 14日の岸田首相の動静 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA144F60U2A211C2000000/

2022/12/15 WING ★ジェトロ、JFOODO、JNTOが相互連携覚書締結 https://www.jwing.net/news/59904

2022/12/15 HEAD TOPICS
令和4年12月14日 農林水産物等輸出促進全国協議会総会
| 総理の一日 | 首相官邸ホームページ

https://headtopics.com/jp/201962164452241914517-32873942

2022/12/15 MSNニュース 岸田日誌１４日（水）
https://www.msn.com/ja-
jp/news/national/%E5%B2%B8%E7%94%B0%E6%97%A5%E8%AA%8C%
EF%BC%91%EF%BC%94%E6%97%A5%EF%BC%88%E6%B0%B4%EF%B
C%89/ar-AA15hJYv

2022/12/15 au Webポータル 岸田日誌１４日（水） https://article.auone.jp/detail/1/2/3/221_3_r_20221215_167104804514
5311

2022/12/15 goo ニュース 岸田日誌１４日（水） https://news.goo.ne.jp/article/sankei/politics/sankei-
_politics_policy_OEU2GXACMBOW5I4LHQ4B5PSKEQ.html

2022/12/15 livedoor 岸田日誌１４日（水） https://news.livedoor.com/article/detail/23378872/

2022/12/15 イザ！ 岸田日誌１４日（水） https://www.iza.ne.jp/article/20221215-
OEU2GXACMBOW5I4LHQ4B5PSKEQ/

2022/12/15 産経ニュース 岸田日誌１４日（水） - 産経ニュース https://www.sankei.com/article/20221215-
OEU2GXACMBOW5I4LHQ4B5PSKEQ/

2022/12/15 フーズチャネル 岸田総理は令和４年度農林水産物等輸出促進全国協議会総会に出席しました https://www.foods-ch.com/news/press_1788589/

2022/12/15 マチパブ 岸田総理は令和４年度農林水産物等輸出促進全国協議会総会に出席しました http://machi.jpubb.com/jpr/3328243/

2022/12/15 東京新聞 岸田首相の一日 12月14日（水） https://www.tokyo-np.co.jp/article/219984?rct=politics

2022/12/15 朝日新聞デジタル 首相動静 １４日 https://www.asahi.com/articles/DA3S15502290.html

2022/12/14 マチパブ ジェトロ、JFOODO及びJNTOが相互連携に関する覚書を締結しました http://machi.jpubb.com/jpr/3327714/

2022/12/14 日本経済新聞 農産品輸出拡大へ覚書、ジェトロ・JNTOなど EC販売強化 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA148WA0U2A211C2000000/
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■日刊水産経済新聞 ■日本食糧新聞

■ORICON NEWS ■グノシー
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■EconomicNews ■excite.ニュース

■とれまがニュース ■エンタメプラス
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■ノアドット ■毎日新聞

■日本経済新聞 ■WING
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■HEAD TOPICS ■MSNニュース

■au Webポータル ■goo ニュース
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■livedoor ■イザ！

■産経ニュース ■フーズチャネル
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■マチパブ ■東京新聞

■朝日新聞デジタル ■マチパブ



8080

媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■日本経済新聞
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媒体掲載関連/首相官邸報道



令和４年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者等表彰）

事務局関係
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受賞者対応

11月14日
受賞者5名へメールにてご案内送付。
・事務局の連絡先及び担当者情報
・来日希望のお伺い

受賞者への連絡

出欠の確認及び交通・宿泊手配

11月14日～
出欠の確認および渡航スケジュールの調整を行う。

受賞者名
〇テルマ・佑佳・清水・白石 様：
来日ご希望。ブラジル国籍のため、ビザの取得が必要。12月2日（金）、ビザ取得に伴う必要書類を一括送付。
市場リサーチおよび打合せのため、12月28日（水）までの滞在期間延長希望。旅程変更内容確認書を提出。

〇パウロ・モライス 様：
来日ご希望。当初旅程（12月13日（火）～12月15日（木））に交通・宿泊手配。

〇林 大介様：
来日ご希望。打合せのため、12月11日（日）からの滞在期間延長希望。旅程変更内容確認書を提出。

〇ロジャー・オルトゥーニョ・フラメリック様：
来日ご希望。酒造見学および打合せのため、12月17日（土）までの滞在期間延長希望。旅程変更内容確認書を提出。

〇綿貫孝様：
業務のご都合により欠席の旨、11月17日（木）電話にて確認。

受賞及び講演に際しての提出物の案内

11月16日～
ご欠席の綿貫様のスピーチ対応方の調整。11月24日（木）在タイ日本国大使館担当者撮影のスピーチ動画を受領。

11月24日～
出席者へ順次、提出物のご案内をメール・電話等で対応。

終了報告

12月16日
出席者4名様へ、終了のご挨拶とともに式典時の写真を送付

1月12日
ご欠席の綿貫様の表彰状を、ご指定の在タイ日本国大使館宛てにて発送

来日後対応

12月13日・14日
ご来日の4名と、航空券半券の受領等事務作業および事前簡易説明のため事前打合せを実施。
総会当日には、進行確認のためリハーサルを実施。
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協議会会員・選考委員対応

＜協議会会員対応＞

協議会会員への連絡

11月21日
メールにて協議会総会のご案内を送付。
協議会本体、協議会会員以外、認定農林水産物・食品輸出促進団体：出欠確認案内（出欠回答締切：11月25日（金）正午）
都道府県：総会終了後、資料送付のご案内
地域ブロック：総会終了後、資料送付のご案内

11月28日～
協議会本体、協議会会員以外、品目団体：未回答者への出欠確認をメール・電話にて対応。

12月2日~
認定農林水産物・食品輸出促進団体：挨拶原稿提出のご依頼。

12月9日～
協議会本体、協議会会員以外、認定農林水産物・食品輸出促進団体：最終案内をメールにて配信。

12月21日～
都道府県、地域ブロック：総会資料の発送。

＜選考委員対応＞

選考委員への連絡

11月9日
メールにて協議会総会のご案内を送付。（出欠回答締切：11月16日）

伏木亨様： 11月28日 御電話にて欠席の旨確認。

佐竹力總様： 11月9日 メールにて欠席回答を受信。

下渡敏治様： 11月11日 メールにて出席回答を受信。

服部幸應様： 11月15日 秘書室より御電話にて出席の旨確認。

村松真貴子様： 11月11日 メールにて出席回答を受信。

12月8日~
ご出席の3名に、メールにて最終案内と当日移動経路確認のご連絡。

＜親善大使選考委員対応＞

親善大使選考委員への連絡

12月1日
メールにて協議会総会のご案内を送付。

12月9日
メールにて最終案内と当日移動経路確認のご連絡。

＜プレス関係対応＞

プレスへの連絡

12月9日~
取材申込書提出者に対し、メールにて必要に応じ当日来場者の情報確認。
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事務局・運営報告
プレス関係対応

総会当日の運営について

総会の準備について

<受賞者対応>
・時差等の都合により密なコミュニケーション・連絡が困難な場面もあったが、各種提出物等も開催当日までに提出い
ただき、当日の運営・進行をスムーズに行うことができた。

・Visit Japan Webの事前登録案内を行うなど、新型コロナウイルス感染症の国内外情勢を考慮し来日手配を行った。
・認定農林水産物・食品輸出促進団体については、登壇者1名随行者1名の原則1団体2名様にて出席をお願いとした。

<協議会会員対応>
・本年は、47都道府県知事、地域ブロック輸出促進協議会会員の会員には資料送付とした。
・原則会員団体様に限り、原則1団体1名様にて出席をお願いとした。
・欠席団体には、総会終了後当日資料の送付を行った。

<選考委員・親善大使選考委員対応>
・問題なく、事前に出欠確認を行うことができた。伏木様、佐竹様はご都合により欠席された。

<プレス対応>
・事前申し込みと、総会当日に申し込み無しで来場される方が同数程度となったが、問題なく対応できた。

<全体>
・昨年に続き、新型コロナウイルス感染症対策を徹底して開催にあたった。検温や消毒などの対応の他、ソーシャルディス
タンスを確保した受付、座席レイアウトを行った。ステージ上も受賞者、登壇者にマスク着用にご協力をいただくなど、対
策を各所施した上で開催した。

＜受付＞
・例年同様、参加者の出欠情報は、「五十音順」「団体名順」「兼務団体」の表記をリストに行い、スムーズな受付を徹底
した。大きな混乱もなく、定刻通りに受付開始を行うことができた。検温やソーシャルディスタンスの確保、手指消毒、対
面用のアクリルスタンドなどコロナ対策はこれまで同様の対策を行った。

・プレス受付に関しても大きな混乱なく対応ができた。例年座席数が足りなくなってしまうメディア席においても、余裕を
もって席数を確保したことで、立ち見になる取材者は見られなかった。

＜受賞者などの受付、誘導対応＞
・登壇者対応において、マスクをご着用されて来場される方が多数のため、受付スタッフにも来場者情報を確実に落とし込
むことでご案内に手間取らないよう徹底した。コロナ対策として、胸章はご本人に自身で着用いただく他、控室においても
入場人数を制限し、密にならないよう努めた。

＜パネル展示＞
・功労者、優良事業者に加え、輸出促進団体のパネル展示をホワイエにて実施した。展示スペースの関係で入場用の動線を
一部ふさぐ形になったが、入退場において大きな混乱は無かった。

<演出>
・新型コロナウイルス感染症の感染状況の改善に伴う席数調整により、桐の間においての、進行状況モニタリングおよび随
行者向けの中継は行わなかった。

・スタートは定刻で開始した。岸田総理大臣のご入場や挨拶、記念撮影についても定刻通りに開催。功労者のスピーチが長
引いたため、25分程度超過して終了した。受賞者スピーチ遅延については、事前提出のスピーチ原稿確認、逐次通訳対応の
場合にはより短い時間でスピーチ時間を伝えるなどの具体的な事前策を講じる必要がある。

・輸出促進認定団体などの関係で登壇者数が多く、会場で調整できる最大サイズのステージを組んだ。記念撮影においては
事前のリハーサルで入念に転換～撮影までの準備を行った。ソーシャルディスタンスの関係もあり、ステージを広く使った
ため、メディアの撮影位置からは全体を納めて撮影することができないため、次年度について撮影位置と最前列の調整が必
要と感じる。

・欠席された功労者1名については、推薦者である大使館協力のもとビデオメッセージを撮影・提供いただき、テロップを
挿入することで会場の皆様にも分かりやすい映像として展開できた。

・受賞者スピーチ用のマイクは常時アルコール消毒を行い、本人の強い希望がない場合、受賞者にはマスクを着用いただい
たままスピーチを行っていただいた。ただし、スピーチ位置とフロア最前列まで、約5.5m確保できていることから、晴れ
の場という点もかんがみ、来年度はスピーチ時のマスク着用は無しでも問題無いかと思われる。




